
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
活
動

終

　活
　〜
で
き
る
こ
と
か
ら
〜

終
活
と
は…

…

編集後記

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣に委嘱された非常勤特別職
の地方公務員です。高齢者や障がいのある方、子育て中の人などが
安全で安心して暮らせるよう支援しているボランティアです。法律
により守秘義務が課せられています。安心して相談してください。

民生委員・児童委員

あなたのまちの相談相手あなたのまちの相談相手
もっと知ってほしい !　民生委員・児童委員のこと

　高齢での生活不安、介護の悩み、障
がい者の支援など、様々な相談に応じ
ています。相談内容にあわせて福祉サー
ビスの紹介や、
地域の専門機関
とのつなぎ役を
しています。

主任児童委員

　民生委員・児童委員とともに
学校や児童相談所などと連携し、
子どもや子育
てに関する支
援を行ってい
ます。

何かあったのかしら？
行政に連絡してみよう お変わり

ありませんか？

医療・健康、
介護予防・予防
サービス等の相談

相談を受ける

訪問する

地域活動
健康体操
ふれあいサロン
子育てサロン

見守る

　
師
走
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
、
越
谷
市
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
活
動
に
特
段
の

ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、
お
悩
み
や
心
配
ご
と
等
の
解

決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
信
条

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を
も
っ
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域
社
会
の

実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を
も
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自

立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の
人
々
と

協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正
を
旨
と

し
、人
格
と
識
見
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

越谷市民生委員・
児童委員協議会

会長　齊藤 峰雄

民生委員・児童委員が全国一斉に改選され、
2022年12月22日、委嘱状交付式が行われました。

ま
す
。
市
内
で
は
、
現
在
４
０
０
人

を
超
え
る
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
13
地
区
ご
と
に
毎
月
１
回
「
定

例
会
」
を
開
催
し
、
情
報
交
換
や

研
修
会
を
行
い
、
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
紙
の
発
行
や
各
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
活

動
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
年
間
に
わ
た
り
猛
威

を
振
る
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
未
だ
収
束
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
私
た
ち
の
活
動
も

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
訪
問
の
見
守
り

だ
け
で
な
く
、
手
紙
や
電
話
、
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
の
見
守

り
や
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
し
、
地
域
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
生
活
環
境
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で
お

困
り
や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
当
協
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
時
節
柄
健
康
に
は
十
分

ご
留
意
さ
れ
、
幸
多
き
新
年
を
お

迎
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　越谷コミュニティセンター（サンシティ）において、委嘱状交付式
が行われ、福田晃越谷市長より412名の民生委員・児童委員（主任
児童委員）に委嘱状が交付されました。任期は2022年12月１日から
2025年11月30日までの３年間です。

あんしん介護保険

　「
人
生
の
最
後
を
悔
い
な
く
迎
え

る
た
め
に
、
今
ま
で
の
生
き
方
を

見
直
し
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
い

人
生
を
送
る
た
め
の
準
備
」
で
す
。

　
思
い
立
っ
た
時
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
今
は
元
気
。
で
も
こ
の
先
自
分

は
ど
う
な
る
の
か
心
配
だ
。」

　
こ
ん
な
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

ど
な
た
も
老
後
に
対
し
て
多
か
れ

少
な
か
れ
、
不
安
が
あ
る
も
の
で

す
。
ま
だ
、
介
護
の
手
立
て
を
必

要
と
し
な
い
皆
様
が
「
こ
の
先
」

に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
、
準

備
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
い
ざ
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
時
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
、
ど
こ
に
相
談
し
、

ど
ん
な
手
順
で
進
め
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
ん
な

種
類
が
あ
る
の
か
を
、
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　
ご
一
読
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

心
の
準
備
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
よ
り
詳
し
い
内
容
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
越
谷
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
等
を
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

老後に向けて
今のうちから
心の準備！

介護サービスを利用するまでの流れ

①相談します 市の窓口（介護保険課）

要介護認定の申請をします

｢認定結果通知書｣と｢保険証｣が届きます。以下７つの区分に認定されます

通所介護

デイケアデイサービス

入居介護（老人ホーム）訪問介護（ホームヘルパー）

認定調査

一次判定

地域包括支援センター

どこに相談しても、ご希望にそった道筋を示してくれます

民生委員

申請に必要なもの
②申請します

③認定調査があります

④審査・判定されます

⑤通知が届きます

⑥サービスを利用します

★認定が決まったら、地域包
括支援センターに連絡し、サー
ビス利用の相談をしましょう。
自分に合った「ケアプラン」
を作成してくれます。

　地域の皆様の身近
な相談相手、支援を
必要とする住民と行
政や専門機関をつな
ぐパイプ役等、民生
委員活動を知ってもらえる紙面作りに部会員もそれぞれの
記事を分担、話し合い編集しました。

・認定区分によって、自己負担金が変わります　・訪問介護と通所介護の組み合わせも可能です
・老人ホームは、公的なものと民間のものがあり、費用に違いがあるので、良く調べましょう
・介護の認定までにはかなりの時間がかかるので、早めに準備しましょう

・申請書　・介護保険証
・身元確認書類

主な調査項目
・歩行　・食事
・視力　・記憶
・聴力　・麻痺 など

・本人、ご家族、成年後見人が申請します　・地域包括支援センターが代行できます

市から連絡があり、職員が自宅を訪問します
本人とご家族から、心身の状況を聞き取ります

公平に判定するためのコンピューター判定

要介護・要支援に当てはま
らない人
生活機能の低下が現われた
ら窓口へ相談にいきましょう

老人ホーム等に入居して、食事
や入浴などの介護や機能訓練が
受けられます

・食事や入浴の世話
・通院の付き添い
・掃除洗濯など
ホームヘルパーが行います

食事、入浴、機能
訓練が日帰りで受
けられます

保健施設や病院な
どで日帰りのリハビ
リが受けられます

要介護状態が軽く、介護
予防サービスがなくても
生活機能維持を図れる人

介護サービスにより、生活機能の維持改善を図ることができる人
※要介護者の通知が届いた方は、別途手続きが必要になります

二次判定

非該当要支援１要支援２要介護１要介護２要介護３要介護４要介護５

医療・福祉の専門家による審査会

主治医意見書
本人の主治医が介護を必要と
する原因疾患を記入します

※

終
活
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
ノ
ー
ト

も
効
果
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

荷
物
の
整
理
（
断
捨
離
）

１
資
産
・
財
産
の
整
理

２
医
療
・
介
護
の
準
備

３
相
続
の
準
備

４
葬
儀
・
お
墓
の
準
備

５
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高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許

「
ど
う
な
る
家
庭
ご
み
」〜
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

医療

生活支援

介護予防

介護

住まい

地域包括
支援センター

【
災
害
に
備
え
よ
う
】

　総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て

見
直
そ
う
！

　災
害
時
の
対
策

災
害
時
要
援
護
者 

避
難
支
援
制
度

図３

出典： 越谷市HPの総合防災ガイドブックより（図）
 越谷市HPの洪水ハザード看板より（写真）

受診や入院時にご
自身が必要な大切
なものをケースな
どに入れ保管して
おきましょう。

まるごとまちごとハザードマップの設置状況

通院・入院時安心セット

救急医療情報キット

洪水ハザード看板
こんなに高い
ところまで浸
水する恐れが
あるのか！

←赤いテープ

←青いテープ

対象者 配布窓口

65歳以上のひとり暮らし高齢者
または　65歳以上の高齢者世帯

市役所福祉総務課

市役所障害福祉課

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

老人福祉センター

居宅介護支援事業所

ひとり暮らしの障がい者
または　障がい者のみの世帯

日中独居者、在宅要介護者の
ほか、生活上あるいは健康上
不安を抱える方

●医療保険証
●かかりつけ医療機関の診察券
●お薬手帳
●緊急連絡先
●ケアマネージャーの名刺
●介護保険証・
　介護保険負担割合証

●
●
●
●
●
●

問い合わせ先
市役所地域医療課　☎972-4777

問い合わせ先　市役所福祉総務課　☎963-9320

図２

図１

　
最
近
高
齢
者
に
よ
る
衝
突
事
故

や
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
え
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
視
力
の
低

下
や
と
っ
さ
の
動
作
の
遅
れ
、
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
え
で
人
身
事
故

の
加
害
者
に
な
る
不
安
が
生
じ
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
免
許
証
の
返

納
は
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院
等
、

日
常
生
活
上
困
っ
て
し
ま
う
の
が

現
状
で
す
。
ま
だ
自
分
で
は
運
転

は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
家

族
が
心
配
し
て
免
許
証
の
自
主
返

納
を
勧
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
５
月
13
日
に
道
路

交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
制
定
さ
れ

た
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

に
つ
い
て
、
越
谷
警
察
署
交
通
課

に
伺
い
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

と
は
、
次
の
安
全
運
転
支
援
装
置

が
搭
載
さ
れ
た
、
普
通
自
動
車
の

み
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許

で
す
。①
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
、②
ぺ
ダ
ル
踏

み
間
違
え
時
に
加
速
を
制
御
す
る

機
能
を
有
す
る
自
動
車
の
こ
と
で

す
。

　
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

は
、
本
人
や
家
族
の
気
持
ち
の
不

安
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
購
入
の
費
用
負
担
や
、

普
通
免
許
よ
り
上
位
の
免
許
も
、

免
許
の
一
部
取
消
し
で
、
普
通
運

転
免
許
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
課
題

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
以
上

の
速
度
で
走
行
し
て
い
る
場
合
に

は
、
適
切
に
作
動
し
な
い
な
ど
限

界
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
や
越
谷

市
で
は
、
ま
だ
制
定
さ
れ
て
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
令
和
５
年
６

月
末
現
在
ゼ
ロ
件
で
す
と
の
話
で

し
た
。

　
費
用
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
越

谷
警
察
署
交
通
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。☎
９
６
４‒

０
１
１
０

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
普
通
運
転
免
許
更
新
手
続
き
は
、

「
認
知
機
能
検
査
」「
高
齢
者
講
習
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
２
年
５
月
よ
り
違
反
歴
が
あ
っ

た
場
合
は
、「
運
転
技
能
検
査
」
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
運

転
免
許
試
験
場
で

普
通
自
動
車
を
運

転
し
70
点
以
上
、

第
２
種
は
80
点
以

上
が
合
格
で
す
。

軽
微
に
感
じ
ら
れ

る
違
反
ま
で
含
ま

れ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

　
越
谷
市
増
林
地
区
に
あ
る
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
訪
問
し
ま
し

た
。
現
在
の
第
一
工
場
ご
み
処
理

施
設
は
平
成
７
年
に
運
用
を
開
始

し
て
お
り
、
焼
却
炉
を
４
基
有
し
、

一
日
８
０
０
ト
ン
の
焼
却
処
理
能

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、

５
市
１
町
（
越
谷
市
、
草
加
市
、

八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、
松

伏
町
）
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
焼
却
に

よ
っ
て
発
生
し
た
熱
を
隣
接
す
る

市
民
プ
ー
ル
に
供
給
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
、
近
隣
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
も
熱
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
熱
を
利
用
し
た
発
電
は
最

大
で
２
万
４
０
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
に
も

な
り
、
電
力
売
払
代
金
は
貴
重
な

収
入
源
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
焼
却
に
よ
り
発
生
し
た

灰
は
道
路
舗
装
の
材
料
と
し
て
再

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
埋
め
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
可
燃
ご

み
の
中
に
混
入
し
て
い
る
燃
え
な

い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
焼
却
機
器

の
破
損
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
分
別
を
し
っ
か
り
行
っ

て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
と

し
て
、「
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。
リ
ユ
ー
ス
に
運
ば
れ
て
く

る
ご
み
の
４
割
が
紙
類
で
す
。
こ

の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
紙
を
可
燃
ご
み
の
日
で
は
な

く
、
古
紙
回
収
日
に
出
す
こ
と
で
、

可
燃
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
分
別
す
る
こ
と
で
、

資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
減
ら

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
無
害
化
し
た
排
ガ
ス
は
高
さ
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
煙
突
か
ら
排
出

し
て
お
り
、
高
さ
80
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
展
望
台
か
ら
は
、田
ん
ぼ
ア
ー

ト
や
市
内
を
一
望
で
き
る
こ
と
で

有
名
で
す
。
ま
た
10
名
以
上
の
団

体
に
よ
る
見
学
を
行
っ
て
お
り
、

無
料
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要

な
援
助
・
支
援
を
行
う
「
高
齢
者

の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
」
で
、

越
谷
市
に
は
12
の
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。①
総
合
的
な
相
談
の

支
援
　
②
権
利
擁
護
　
③
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
④
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援
の
４
つ
の
役
割
が
あ
り
、「
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」「
保
健
師
」

「
社
会
福
祉
士
」
の
資
格
を
持
っ
た

職
員
が
在
籍
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
足
腰
が
痛
く
な
っ
て

転
倒
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
」「
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
よ
う

に
な
っ
て
認
知
症
が
心
配
」
な
ど
、

気
に
な
る
高
齢
者
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
・
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
情
報

を
も
と
に
高
齢
者
の
様
子
を
伺
い
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員
な
ど
地

域
住
民
や
協
力
機
関
・
団
体
の
方
々

が
連
携
し
合
え
る
関
係
づ
く
り
に

も
取
り
組
み
、「
地
域
包
括
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し

て
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々

か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
生
活

が
心
配
な
高
齢
者
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
、
介
護
等
の
支
援
に
よ

り
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
高
齢

者
も
多
く
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

桜井・・・・・・・・・・☎970-2015
新方・・・・・・・・・・☎977-3310
増林・・・・・・・・・・☎963-3331
大袋・・・・・・・・・・☎971-1077
荻島・北越谷・・・☎978-6500
出羽・・・・・・・・・・☎985-3303

越谷市地域包括支援センター地区相談窓口（市外局番048共通）

・成年後見制度の相談
・自分の生活について
・身の回りのことができない
・老々介護で疲れる

病院の相談・紹介
在宅医療の提供

通院・入院

介護認定
通所・入所

訪問介護
訪問看護

住居改修や
福祉用具などの
環境整備

虐待等の相談
介護予防・
予防サービス

介護施設の相談

・ゴミの分別ができない
・同じことを何度も聞く
・家庭内での問題（悪徳商法）

蒲生・・・・・・・・・・☎985-4700
川柳・・・・・・・・・・☎990-0753
大相模・・・・・・・☎993-4258
大沢・・・・・・・・・・☎972-4185
越ヶ谷・・・・・・・☎966-1851
南越谷・・・・・・・☎999-6651

リユース全景 ごみピットとごみクレーン

　
今
年
の
６
月
２
〜
３
日
に
か
け

て
の
台
風
２
号
接
近
に
伴
う
記
録

的
豪
雨
に
よ
っ
て
越
谷
市
は
埼
玉

県
全
体
の
８
割
を
超
え
る
被
害
（
床

上
浸
水
６
０
０
件
、
床
下
浸
水
２

５
２
９
件
、
合
計
３
１
２
９
件
）
が

あ
り
ま
し
た
。
浸
水
域
は
市
内
を

流
れ
る
新
方
川
や
中
川
な
ど
の
河

川
周
辺
を
中
心
に
市
の
面
積
の
４

分
の
１
に
相
当
す
る
約
１
５
１
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
過
去
30
年

で
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
豪

雨
に
よ
る
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難

指
示
が
越
谷
市
全
域
に
発
令
さ
れ
、

75
カ
所
の
避
難
所
に
約
５
０
０
人

が
避
難
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
は

　
自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
想
が
難
し
い
の
で
、

日
頃
か
ら
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
た
め
に
災
害
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
市
が
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
図

１
）
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
総

合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
風
水
害

編
、
竜
巻
・
雷
編
、
地
震
編
、
防
災

対
策
編
、
避
難
場
所
・
避
難
所
マ
ッ

プ
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
自
分
が
住
ん

で
い
る
場
所
が
ど
れ
く
ら
い
の
災

害
に
あ
う
か
予
想
し
、
そ
れ
に
備

え
て
家
の
内
外
の
点
検
や
非
常
用

持
ち
出
し
品
な
ど
の
確
認
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
の
避
難
場
所
・
避
難
所
へ

の
経
路
や
家
族
間
の
連
絡
方
法
の

確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
行
動
の
確
認

　
地
震
の
予
知
は
難
し
い
で
す
が

気
象
災
害
は
気
象
庁
の
発
表
す
る

注
意
報
や
警
報
を
も
と
に
５
つ
の

警
戒
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
各
警

戒
レ
ベ
ル
の
避
難
行
動
を
も
と
に

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
32
ペ
ー
ジ
に
「
あ

な
た
が
と
る
べ
き
避
難
行
動
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
」（
図
２
）

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
参
考
に
行
動
を
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
33
ペ
ー
ジ
に

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ

う
！
」 （
図
３
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

災
害
数
日
前
か
ら
災
害
時
ま
で
の

自
分
を
守
る
た
め
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
防
災
行
動
計
画
）
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

探
し
て
み
ま
し
ょ
う

水
害
の
危
険
性

　
利
根
川
や
新
方
川
な
ど
の
河
川

が
氾
濫
し
た
時
、
想
定
さ
れ
る
浸

水
の
深
さ
を
表
示
し
た
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
看
板
（
写
真
）
が
市
内
の

１
４
０
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
散
歩
の
時
な
ど
に
、
自
宅
付
近

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
看
板
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
想
定
浸
水

深
を
確
認
し
、
水
害
の
危
険
性
を

認
識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
自
治

会
と
情
報
を
共
有
し
避
難
に
時
間

が
か
か
る
人
が
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
協
力
し
ま
す
。

　
通
院
・
入
院
時
だ
け
で
な
く
災
害
な
ど
、
も
し
も
の
と
き
に
慌
て

ず
持
ち
出
せ
る
と
安
心
で
す
。
以
前
準
備
し
た
物
の
中
は
新
し
い
情

報
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
各
地

で
多
発
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
、
自
ら
の
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
「
災
害
時
要

援
護
者
」（
以
下
要
援
護
者
と
い

い
ま
す
）
の
割
合
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
市
や
消

防
な
ど
の
行
政
機
能
が
十
分
機
能

し
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
市
で

は
い
ざ
と
い
う
時
、
要
援
護
者
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
に
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
、

共
助
に
よ
る
支
援
活
動
の
指
針
と

し
て
、
こ
の
制
度
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困

難
な
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の
項

目
に
該
当
し
、
市
に
登
録
申
請
し

た
方
で
す
。①
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
で
、

避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
方
。②

要
介
護
認
定
区
分
３
・
４
・
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
避
難
支

援
を
必
要
と
す
る
方
。③
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
避
難
支
援
を
必
要

と
す
る
方
。④
そ
の
他
避
難
支
援

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方
で
す
。

◆
避
難
の
支
援
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
へ

　
災
害
時
な
ど
に
要
支
援
者
の
避

難
支
援
を
行
な
う
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
の
皆
さ
ん
を
「
避
難
支

援
者
」
と
い
い
ま
す
。
災
害
時
に

特
定
の
「
要
援
護
者
」
の
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
対
象
と
な
る
要
援
護

者
の
方
と
ご
相
談
の
上
、
申
請
登

録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
は
避
難
支
援
者
に
義
務

や
責
任
を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
要
援
護
者
の
皆
様
へ

　
要
援
護
者
と
し
て
登
録
申
請
す

る
際
、
ご
自
身
の
個
人
情
報
を
、

地
域
や
関
係
機
関
に
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
が
必
要
で
す
。

【
登
録
の
な
が
れ
】

　
申
請
者
（
要
援
護
者
）
は
、
市

役
所
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
等
に
備

え
た
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
地
域
包
括
ケ
ア
課
、

障
害
福
祉
課
、
子
ど
も
福
祉
課
、

危
機
管
理
室
の
い
ず
れ
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
市
は
申
請
者
の

登
録
台
帳
を
作
成
し
、
地
域
の
自

治
会
等
へ
台
帳
を
提
供
し
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
自
治
会
等
の
方

が
申
請
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
身

体
の
状
況
や
避
難
支
援
の
方
法
等

の
登
録
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
避
難
支
援
者
の
選
定
を
行
な

い
ま
す
。

出典：越谷市危機管理室　総合防災ガイドブック
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高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許

「
ど
う
な
る
家
庭
ご
み
」〜
リ
ユ
ー
ス
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

医療

生活支援

介護予防

介護

住まい

地域包括
支援センター

【
災
害
に
備
え
よ
う
】

　総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て

見
直
そ
う
！

　災
害
時
の
対
策

災
害
時
要
援
護
者 

避
難
支
援
制
度

図３

出典： 越谷市HPの総合防災ガイドブックより（図）
 越谷市HPの洪水ハザード看板より（写真）

受診や入院時にご
自身が必要な大切
なものをケースな
どに入れ保管して
おきましょう。

まるごとまちごとハザードマップの設置状況

通院・入院時安心セット

救急医療情報キット

洪水ハザード看板
こんなに高い
ところまで浸
水する恐れが
あるのか！

←赤いテープ

←青いテープ

対象者 配布窓口

65歳以上のひとり暮らし高齢者
または　65歳以上の高齢者世帯

市役所福祉総務課

市役所障害福祉課

地域包括支援センター

民生委員・児童委員

老人福祉センター

居宅介護支援事業所

ひとり暮らしの障がい者
または　障がい者のみの世帯

日中独居者、在宅要介護者の
ほか、生活上あるいは健康上
不安を抱える方

●医療保険証
●かかりつけ医療機関の診察券
●お薬手帳
●緊急連絡先
●ケアマネージャーの名刺
●介護保険証・
　介護保険負担割合証

●
●
●
●
●
●

問い合わせ先
市役所地域医療課　☎972-4777

問い合わせ先　市役所福祉総務課　☎963-9320

図２

図１

　
最
近
高
齢
者
に
よ
る
衝
突
事
故

や
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
え
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
視
力
の
低

下
や
と
っ
さ
の
動
作
の
遅
れ
、
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
え
で
人
身
事
故

の
加
害
者
に
な
る
不
安
が
生
じ
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
免
許
証
の
返

納
は
買
い
物
や
病
院
へ
の
通
院
等
、

日
常
生
活
上
困
っ
て
し
ま
う
の
が

現
状
で
す
。
ま
だ
自
分
で
は
運
転

は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
家

族
が
心
配
し
て
免
許
証
の
自
主
返

納
を
勧
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
５
月
13
日
に
道
路

交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
制
定
さ
れ

た
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

に
つ
い
て
、
越
谷
警
察
署
交
通
課

に
伺
い
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

と
は
、
次
の
安
全
運
転
支
援
装
置

が
搭
載
さ
れ
た
、
普
通
自
動
車
の

み
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
免
許

で
す
。①
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

が
搭
載
さ
れ
て
い
る
、②
ぺ
ダ
ル
踏

み
間
違
え
時
に
加
速
を
制
御
す
る

機
能
を
有
す
る
自
動
車
の
こ
と
で

す
。

　
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
運
転
免
許

は
、
本
人
や
家
族
の
気
持
ち
の
不

安
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
購
入
の
費
用
負
担
や
、

普
通
免
許
よ
り
上
位
の
免
許
も
、

免
許
の
一
部
取
消
し
で
、
普
通
運

転
免
許
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
課
題

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
以
上

の
速
度
で
走
行
し
て
い
る
場
合
に

は
、
適
切
に
作
動
し
な
い
な
ど
限

界
が
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
や
越
谷

市
で
は
、
ま
だ
制
定
さ
れ
て
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
令
和
５
年
６

月
末
現
在
ゼ
ロ
件
で
す
と
の
話
で

し
た
。

　
費
用
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
越

谷
警
察
署
交
通
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。☎
９
６
４‒

０
１
１
０

　
ま
た
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
普
通
運
転
免
許
更
新
手
続
き
は
、

「
認
知
機
能
検
査
」「
高
齢
者
講
習
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
２
年
５
月
よ
り
違
反
歴
が
あ
っ

た
場
合
は
、「
運
転
技
能
検
査
」
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
運

転
免
許
試
験
場
で

普
通
自
動
車
を
運

転
し
70
点
以
上
、

第
２
種
は
80
点
以

上
が
合
格
で
す
。

軽
微
に
感
じ
ら
れ

る
違
反
ま
で
含
ま

れ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

　
越
谷
市
増
林
地
区
に
あ
る
東
埼

玉
資
源
環
境
組
合
を
訪
問
し
ま
し

た
。
現
在
の
第
一
工
場
ご
み
処
理

施
設
は
平
成
７
年
に
運
用
を
開
始

し
て
お
り
、
焼
却
炉
を
４
基
有
し
、

一
日
８
０
０
ト
ン
の
焼
却
処
理
能

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
、

５
市
１
町
（
越
谷
市
、
草
加
市
、

八
潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、
松

伏
町
）
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
焼
却
に

よ
っ
て
発
生
し
た
熱
を
隣
接
す
る

市
民
プ
ー
ル
に
供
給
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
、
近
隣
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
も
熱
を
供
給
し
て
い

ま
す
。
熱
を
利
用
し
た
発
電
は
最

大
で
２
万
４
０
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
に
も

な
り
、
電
力
売
払
代
金
は
貴
重
な

収
入
源
に
も
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
焼
却
に
よ
り
発
生
し
た

灰
は
道
路
舗
装
の
材
料
と
し
て
再

利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
埋
め
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
可
燃
ご

み
の
中
に
混
入
し
て
い
る
燃
え
な

い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
焼
却
機
器

の
破
損
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
分
別
を
し
っ
か
り
行
っ

て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
と

し
て
、「
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。
リ
ユ
ー
ス
に
運
ば
れ
て
く

る
ご
み
の
４
割
が
紙
類
で
す
。
こ

の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
紙
を
可
燃
ご
み
の
日
で
は
な

く
、
古
紙
回
収
日
に
出
す
こ
と
で
、

可
燃
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
分
別
す
る
こ
と
で
、

資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
減
ら

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
無
害
化
し
た
排
ガ
ス
は
高
さ
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
煙
突
か
ら
排
出

し
て
お
り
、
高
さ
80
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
展
望
台
か
ら
は
、田
ん
ぼ
ア
ー

ト
や
市
内
を
一
望
で
き
る
こ
と
で

有
名
で
す
。
ま
た
10
名
以
上
の
団

体
に
よ
る
見
学
を
行
っ
て
お
り
、

無
料
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
し
て
く

れ
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要

な
援
助
・
支
援
を
行
う
「
高
齢
者

の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
」
で
、

越
谷
市
に
は
12
の
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。①
総
合
的
な
相
談
の

支
援
　
②
権
利
擁
護
　
③
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
④
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

支
援
の
４
つ
の
役
割
が
あ
り
、「
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」「
保
健
師
」

「
社
会
福
祉
士
」
の
資
格
を
持
っ
た

職
員
が
在
籍
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
足
腰
が
痛
く
な
っ
て

転
倒
の
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
き

た
」「
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
よ
う

に
な
っ
て
認
知
症
が
心
配
」
な
ど
、

気
に
な
る
高
齢
者
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご

相
談
・
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
情
報

を
も
と
に
高
齢
者
の
様
子
を
伺
い
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員
な
ど
地

域
住
民
や
協
力
機
関
・
団
体
の
方
々

が
連
携
し
合
え
る
関
係
づ
く
り
に

も
取
り
組
み
、「
地
域
包
括
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し

て
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々

か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
生
活

が
心
配
な
高
齢
者
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
り
、
介
護
等
の
支
援
に
よ

り
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
高
齢

者
も
多
く
い
ら
し
ゃ
い
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

桜井・・・・・・・・・・☎970-2015
新方・・・・・・・・・・☎977-3310
増林・・・・・・・・・・☎963-3331
大袋・・・・・・・・・・☎971-1077
荻島・北越谷・・・☎978-6500
出羽・・・・・・・・・・☎985-3303

越谷市地域包括支援センター地区相談窓口（市外局番048共通）

・成年後見制度の相談
・自分の生活について
・身の回りのことができない
・老々介護で疲れる

病院の相談・紹介
在宅医療の提供

通院・入院

介護認定
通所・入所

訪問介護
訪問看護

住居改修や
福祉用具などの
環境整備

虐待等の相談
介護予防・
予防サービス

介護施設の相談

・ゴミの分別ができない
・同じことを何度も聞く
・家庭内での問題（悪徳商法）

蒲生・・・・・・・・・・☎985-4700
川柳・・・・・・・・・・☎990-0753
大相模・・・・・・・☎993-4258
大沢・・・・・・・・・・☎972-4185
越ヶ谷・・・・・・・☎966-1851
南越谷・・・・・・・☎999-6651

リユース全景 ごみピットとごみクレーン

　
今
年
の
６
月
２
〜
３
日
に
か
け

て
の
台
風
２
号
接
近
に
伴
う
記
録

的
豪
雨
に
よ
っ
て
越
谷
市
は
埼
玉

県
全
体
の
８
割
を
超
え
る
被
害
（
床

上
浸
水
６
０
０
件
、
床
下
浸
水
２

５
２
９
件
、
合
計
３
１
２
９
件
）
が

あ
り
ま
し
た
。
浸
水
域
は
市
内
を

流
れ
る
新
方
川
や
中
川
な
ど
の
河

川
周
辺
を
中
心
に
市
の
面
積
の
４

分
の
１
に
相
当
す
る
約
１
５
１
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
過
去
30
年

で
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
豪

雨
に
よ
る
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難

指
示
が
越
谷
市
全
域
に
発
令
さ
れ
、

75
カ
所
の
避
難
所
に
約
５
０
０
人

が
避
難
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
は

　
自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
想
が
難
し
い
の
で
、

日
頃
か
ら
「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」
た
め
に
災
害
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
市
が
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
図

１
）
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
総

合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
風
水
害

編
、
竜
巻
・
雷
編
、
地
震
編
、
防
災

対
策
編
、
避
難
場
所
・
避
難
所
マ
ッ

プ
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
自
分
が
住
ん

で
い
る
場
所
が
ど
れ
く
ら
い
の
災

害
に
あ
う
か
予
想
し
、
そ
れ
に
備

え
て
家
の
内
外
の
点
検
や
非
常
用

持
ち
出
し
品
な
ど
の
確
認
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
の
避
難
場
所
・
避
難
所
へ

の
経
路
や
家
族
間
の
連
絡
方
法
の

確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
行
動
の
確
認

　
地
震
の
予
知
は
難
し
い
で
す
が

気
象
災
害
は
気
象
庁
の
発
表
す
る

注
意
報
や
警
報
を
も
と
に
５
つ
の

警
戒
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
各
警

戒
レ
ベ
ル
の
避
難
行
動
を
も
と
に

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
32
ペ
ー
ジ
に
「
あ

な
た
が
と
る
べ
き
避
難
行
動
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
」（
図
２
）

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
参
考
に
行
動
を
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
33
ペ
ー
ジ
に

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ

う
！
」 （
図
３
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

災
害
数
日
前
か
ら
災
害
時
ま
で
の

自
分
を
守
る
た
め
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
防
災
行
動
計
画
）
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

探
し
て
み
ま
し
ょ
う

水
害
の
危
険
性

　
利
根
川
や
新
方
川
な
ど
の
河
川

が
氾
濫
し
た
時
、
想
定
さ
れ
る
浸

水
の
深
さ
を
表
示
し
た
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
看
板
（
写
真
）
が
市
内
の

１
４
０
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
散
歩
の
時
な
ど
に
、
自
宅
付
近

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
看
板
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
想
定
浸
水

深
を
確
認
し
、
水
害
の
危
険
性
を

認
識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
自
治

会
と
情
報
を
共
有
し
避
難
に
時
間

が
か
か
る
人
が
安
全
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
協
力
し
ま
す
。

　
通
院
・
入
院
時
だ
け
で
な
く
災
害
な
ど
、
も
し
も
の
と
き
に
慌
て

ず
持
ち
出
せ
る
と
安
心
で
す
。
以
前
準
備
し
た
物
の
中
は
新
し
い
情

報
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
近
年
、
大
規
模
な
災
害
が
各
地

で
多
発
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
、
自
ら
の
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
「
災
害
時
要

援
護
者
」（
以
下
要
援
護
者
と
い

い
ま
す
）
の
割
合
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
市
や
消

防
な
ど
の
行
政
機
能
が
十
分
機
能

し
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
市
で

は
い
ざ
と
い
う
時
、
要
援
護
者
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
に
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
、

共
助
に
よ
る
支
援
活
動
の
指
針
と

し
て
、
こ
の
制
度
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
と
は

　
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困

難
な
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の
項

目
に
該
当
し
、
市
に
登
録
申
請
し

た
方
で
す
。①
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
、
ま
た
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
で
、

避
難
支
援
を
必
要
と
す
る
方
。②

要
介
護
認
定
区
分
３
・
４
・
５
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
避
難
支

援
を
必
要
と
す
る
方
。③
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
避
難
支
援
を
必
要

と
す
る
方
。④
そ
の
他
避
難
支
援

が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方
で
す
。

◆
避
難
の
支
援
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
へ

　
災
害
時
な
ど
に
要
支
援
者
の
避

難
支
援
を
行
な
う
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
な
ど
の
皆
さ
ん
を
「
避
難
支

援
者
」
と
い
い
ま
す
。
災
害
時
に

特
定
の
「
要
援
護
者
」
の
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
、
対
象
と
な
る
要
援
護

者
の
方
と
ご
相
談
の
上
、
申
請
登

録
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
は
避
難
支
援
者
に
義
務

や
責
任
を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
要
援
護
者
の
皆
様
へ

　
要
援
護
者
と
し
て
登
録
申
請
す

る
際
、
ご
自
身
の
個
人
情
報
を
、

地
域
や
関
係
機
関
に
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
が
必
要
で
す
。

【
登
録
の
な
が
れ
】

　
申
請
者
（
要
援
護
者
）
は
、
市

役
所
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
等
に
備

え
た
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
地
域
包
括
ケ
ア
課
、

障
害
福
祉
課
、
子
ど
も
福
祉
課
、

危
機
管
理
室
の
い
ず
れ
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
市
は
申
請
者
の

登
録
台
帳
を
作
成
し
、
地
域
の
自

治
会
等
へ
台
帳
を
提
供
し
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
自
治
会
等
の
方

が
申
請
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
身

体
の
状
況
や
避
難
支
援
の
方
法
等

の
登
録
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
避
難
支
援
者
の
選
定
を
行
な

い
ま
す
。

出典：越谷市危機管理室　総合防災ガイドブック
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地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
活
動

終

　活
　〜
で
き
る
こ
と
か
ら
〜

終
活
と
は…

…

編集後記

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣に委嘱された非常勤特別職
の地方公務員です。高齢者や障がいのある方、子育て中の人などが
安全で安心して暮らせるよう支援しているボランティアです。法律
により守秘義務が課せられています。安心して相談してください。

民生委員・児童委員

あなたのまちの相談相手あなたのまちの相談相手
もっと知ってほしい !　民生委員・児童委員のこと

　高齢での生活不安、介護の悩み、障
がい者の支援など、様々な相談に応じ
ています。相談内容にあわせて福祉サー
ビスの紹介や、
地域の専門機関
とのつなぎ役を
しています。

主任児童委員

　民生委員・児童委員とともに
学校や児童相談所などと連携し、
子どもや子育
てに関する支
援を行ってい
ます。

何かあったのかしら？
行政に連絡してみよう お変わり

ありませんか？

医療・健康、
介護予防・予防
サービス等の相談

相談を受ける

訪問する

地域活動
健康体操
ふれあいサロン
子育てサロン

見守る

　
師
走
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
、
越
谷
市
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
の
活
動
に
特
段
の

ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、
お
悩
み
や
心
配
ご
と
等
の
解

決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
信
条

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を
も
っ
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域
社
会
の

実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を
も
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自

立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の
人
々
と

協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正
を
旨
と

し
、人
格
と
識
見
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

越谷市民生委員・
児童委員協議会

会長　齊藤 峰雄

民生委員・児童委員が全国一斉に改選され、
2022年12月22日、委嘱状交付式が行われました。

ま
す
。
市
内
で
は
、
現
在
４
０
０
人

を
超
え
る
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
13
地
区
ご
と
に
毎
月
１
回
「
定

例
会
」
を
開
催
し
、
情
報
交
換
や

研
修
会
を
行
い
、
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
紙
の
発
行
や
各
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
活

動
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
３
年
間
に
わ
た
り
猛
威

を
振
る
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
未
だ
収
束
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
私
た
ち
の
活
動
も

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
訪
問
の
見
守
り

だ
け
で
な
く
、
手
紙
や
電
話
、
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
の
見
守

り
や
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
強

化
し
、
地
域
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
生
活
環
境
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で
お

困
り
や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
当
協
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
時
節
柄
健
康
に
は
十
分

ご
留
意
さ
れ
、
幸
多
き
新
年
を
お

迎
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　越谷コミュニティセンター（サンシティ）において、委嘱状交付式
が行われ、福田晃越谷市長より412名の民生委員・児童委員（主任
児童委員）に委嘱状が交付されました。任期は2022年12月１日から
2025年11月30日までの３年間です。

あんしん介護保険

　「
人
生
の
最
後
を
悔
い
な
く
迎
え

る
た
め
に
、
今
ま
で
の
生
き
方
を

見
直
し
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
い

人
生
を
送
る
た
め
の
準
備
」
で
す
。

　
思
い
立
っ
た
時
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
今
は
元
気
。
で
も
こ
の
先
自
分

は
ど
う
な
る
の
か
心
配
だ
。」

　
こ
ん
な
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

ど
な
た
も
老
後
に
対
し
て
多
か
れ

少
な
か
れ
、
不
安
が
あ
る
も
の
で

す
。
ま
だ
、
介
護
の
手
立
て
を
必

要
と
し
な
い
皆
様
が
「
こ
の
先
」

に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
、
準

備
し
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
い
ざ
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
時
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
、
ど
こ
に
相
談
し
、

ど
ん
な
手
順
で
進
め
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ど
ん
な

種
類
が
あ
る
の
か
を
、
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　
ご
一
読
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

心
の
準
備
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
よ
り
詳
し
い
内
容
を
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
越
谷
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
等
を
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

老後に向けて
今のうちから
心の準備！

介護サービスを利用するまでの流れ

①相談します 市の窓口（介護保険課）

要介護認定の申請をします

｢認定結果通知書｣と｢保険証｣が届きます。以下７つの区分に認定されます

通所介護

デイケアデイサービス

入居介護（老人ホーム）訪問介護（ホームヘルパー）

認定調査

一次判定

地域包括支援センター

どこに相談しても、ご希望にそった道筋を示してくれます

民生委員

申請に必要なもの
②申請します

③認定調査があります

④審査・判定されます

⑤通知が届きます

⑥サービスを利用します

★認定が決まったら、地域包
括支援センターに連絡し、サー
ビス利用の相談をしましょう。
自分に合った「ケアプラン」
を作成してくれます。

　地域の皆様の身近
な相談相手、支援を
必要とする住民と行
政や専門機関をつな
ぐパイプ役等、民生
委員活動を知ってもらえる紙面作りに部会員もそれぞれの
記事を分担、話し合い編集しました。

・認定区分によって、自己負担金が変わります　・訪問介護と通所介護の組み合わせも可能です
・老人ホームは、公的なものと民間のものがあり、費用に違いがあるので、良く調べましょう
・介護の認定までにはかなりの時間がかかるので、早めに準備しましょう

・申請書　・介護保険証
・身元確認書類

主な調査項目
・歩行　・食事
・視力　・記憶
・聴力　・麻痺 など

・本人、ご家族、成年後見人が申請します　・地域包括支援センターが代行できます

市から連絡があり、職員が自宅を訪問します
本人とご家族から、心身の状況を聞き取ります

公平に判定するためのコンピューター判定

要介護・要支援に当てはま
らない人
生活機能の低下が現われた
ら窓口へ相談にいきましょう

老人ホーム等に入居して、食事
や入浴などの介護や機能訓練が
受けられます

・食事や入浴の世話
・通院の付き添い
・掃除洗濯など
ホームヘルパーが行います

食事、入浴、機能
訓練が日帰りで受
けられます

保健施設や病院な
どで日帰りのリハビ
リが受けられます

要介護状態が軽く、介護
予防サービスがなくても
生活機能維持を図れる人

介護サービスにより、生活機能の維持改善を図ることができる人
※要介護者の通知が届いた方は、別途手続きが必要になります

二次判定

非該当要支援１要支援２要介護１要介護２要介護３要介護４要介護５

医療・福祉の専門家による審査会

主治医意見書
本人の主治医が介護を必要と
する原因疾患を記入します

※

終
活
（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
ノ
ー
ト

も
効
果
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

荷
物
の
整
理
（
断
捨
離
）

１
資
産
・
財
産
の
整
理

２
医
療
・
介
護
の
準
備

３
相
続
の
準
備

４
葬
儀
・
お
墓
の
準
備

５
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